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桜花台病児保育室「チェリーケア」
がオープンしました

病児保育室は、病気療養中で保育
園や小学校などの集団生活に不安が
ある児童を一時的に預かるところで
す。専任の保育士と看護師がいるの
で、安心して預けていただけます。
これまで、中部の「カンガルーム」

１カ所だけでしたが、６月に桜花台
の「チェリーケア」がオープンしま
した。
病児保育室を利用できるのは、次

の全ての要件を満たす児童です。

①市内に居住している
②保育園・こども園・幼稚園・小学
校などに通園または通学している

③病気療養中で通園または通学が困
難である

④保護者の勤務などの都合により、
家庭での育児が困難である
利用料は１日2,000円（課税状況

により減免あり）で、食事・ミルク・
おやつ代（500円程度）は実費とな
ります。また、事前に診察が必要で
す。詳しくは、各病児保育室へお問
い合わせください。
■「カンガルーム」（定員 人）6
■■■問緯／胃351−4152

■■所中部 −17（二宮病院東隣）8
■■時月〜土曜日 ：45〜17：308
■「チェリーケア」（定員 人）3
■■問緯／胃340−7015
（予約専用）緯090−6088−1306
■■所桜花台一丁目45−1
（桜花台こどもクリニック 子育
て支援センターさくらんぼ 階）2
■■時月〜金曜日

：00〜9
17：30

第６回

本市の主な施策や旬の話題を取り上げるコーナーです。
今回は、市内の病児保育室について紹介します。

こども未来課
（緯354－8069 胃354－8061）
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「チェリーケア」

笑いヨガ教室（ 月13日 四郷地区）6
住み慣れた地域で楽しく過ごすための「けやき生活スク

ール」の第 回として、「笑いヨガ教室」が開かれました。1
リーダーと呼ばれる講師に続いて、「酸っぱい梅干しを食べ
たつもりで」「自分がライオンだったら」などさまざまな状
況を想定して、笑いながら運動を行いました。参加した皆
さんは、適宜休憩を取りながら、自分のペースで楽しい時
間を過ごしていました。

竹灯り教室（６月６日 桜地区）
あか

模様が印刷された紙を竹に貼り付け、電動ドリルを使っ
て穴を空ける「竹灯り教室」が開催されました。完成品に
灯りが点くと、「きれい」という声が上がるなど、参加者は
初めての竹灯り作りを楽しんでいました。
桜地区市民センターでは、11月 日の「竹灯りと夜空の4

観望会」に向けての竹灯り作りを、地域の皆さんと進めて
います。詳しくは、同センター（緯326−2051）へ。

市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナー
です。


